
バリアフリー上映マニュアル 

 

「バリアフリー上映会」とは、映画を鑑賞する上で誰でも一緒に映画を楽しむことがで

きるよう環境を整える上映会のことです。私たち上映実行委員会（以下、当会）では、

バリアフリー字幕付きと音声ガイド付きの２種類の素材をご用意しています。 

 

１． バリアフリー字幕とは？ 

 

通常の洋画における「日本語字幕」は聴覚障害者にとっては非常にわかりにくいもので

した。「日本語字幕」では、誰が話をしているのか、効果音や、音楽等の説明がないか

らです。本作品では話者名（話をしている人）を表記したり、効果音（例：「呼吸器が

風を送る音」等）の説明を入れる等の「バリアフリー字幕」を採用しています。 

 

２． 音声ガイドとは？ 

 

視覚障害がある方のため、映画の視覚情報を音声で説明しているものです。 

視覚障害がある方は、今まで本編の音声・セリフしか楽しめず、セリフのないシーンで

はどんな状況なのか理解しづらいという状況がありました。しかし、現在ではバリアフ

リー上映の取り組みが進み、イヤホンで映像説明（情景や登場人物の動作などを解説し

たもの）を聞きながら一緒に映画を楽しめる音声ガイドが少しずつ広まっています。 

 

３．音声ガイド付き上映会を開催されるときは 

 

音声ガイド付き上映会の開催には、2 種類の方法があります。 

① 会場会場会場会場全体に聞こえるようにする全体に聞こえるようにする全体に聞こえるようにする全体に聞こえるようにする方法方法方法方法    

② 必要とされる方のみに聞こえるようにする方法必要とされる方のみに聞こえるようにする方法必要とされる方のみに聞こえるようにする方法必要とされる方のみに聞こえるようにする方法        

 

①会場全体に聞こえるように上映する場合、特に必要な機材はありません。音声ガイ

ド付き映像素材を当会から送付いたしますので、そのまま再生してください。ただし、

健聴者にとっては必要以上の情報量となり、映像に集中しにくくなる可能性があります。 

②必要とされる方のみに聞こえるように上映する場合、ＦＭラジオ（送信機と受信機）送信機と受信機）送信機と受信機）送信機と受信機）

を使います。会場の音響機器と送信機、受信機の設定をする必要があります。 

事前に配線図を送付いたしますので、会場での設定が可能かあらかじめご確認くださ

い。主催団体での設定が難しい場合、複数の音声ガイド希望者がいる場合、ホールなど

の広いスペースを会場とされる場合などは、オペレーターの派遣依頼をされることをお



薦めします。当会からオペレーターを派遣する協力団体をご紹介させていただきます。

また当会では送信機と受信機を所有していないため、協力団体からの機材レンタルが必

要です。レンタル料は、送信機 1万円、受信機 1台 200 円です。当日のオペレーター派

遣を希望される場合には、別途費用が発生します。 

音声ガイド付き上映会を検討される主催者さまは、お早めに当会までご相談ください。 
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